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『
淮
南
萬
畢
術
』
拾
遺
（
四
）

有
馬

卓
也

７

『
霊
奇
方
』

『
霊
奇
方
』
は
『
隋
書
』
経
籍
志
に
は
見
え
な
い
。
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』

医
方
家
に
「
『
霊
奇
奥
秘
術
』
一
（
陶
隠
居
撰
）
」
と
あ
る
が
、
本
書
と
の
関
係

は
不
明
で
あ
る
。
現
在
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
『
醫
心
方
』
に
は
全
三
三
条
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
内
容
は
『
萬
畢
』
と
の
近
似
性
が
高
い
。
ま
た
『
萬

畢
』
に
は

（
九
）
鵲
腦
令
人
相
思
。
〔
注
〕
取
雌
雄
鵲
各
一
、
燔
之
四
蕈
艷
。
丙
寅
日
與
人

共
飲
酒
、
置
腦
酒
中
、
則
相
思
也
。（
鵲
の
脳
は
人
を
し
て
相
思
は
し
む
。〔
注
〕

雌
雄
の
鵲
各
一
を
取
り
、
之
を
四
道
通
に
燔
く
。
丙
寅
の
日
に
人
と
共
に
飲

酒
す
る
に
、
脳
を
酒
中
に
置
け
ば
、
則
ち
相
思
は
し
む
。）

→
『
医
心
方
』
巻
二
六
相
愛
方
「
靈
奇
方
云
、
以
桃
板
三
寸
書
姓
名
、
埋
四
會

蕈
中
、
來
相
躇
。
與
此
正
相
反
。
」

（
一
八
）
蜘
蛛
塗
布
、
而
雨
自
晞
。
〔
注
〕
取
蜘
蛛
置
甕
中
、
食
以
膏
百
日
。
搬

以
塗
布
、
而
雨
不
能
濡
也
。
（
蜘
蛛
は
布
に
塗
れ
ば
、
而
ち
雨
自
ず
か
ら
晞

す
な
は

お
の

か
わ

く
。
〔
注
〕
蜘
蛛
を
取
り
て
甕
中
に
置
き
、
食
は
す
に

膏

を
以
て
す
る
こ
と

あ
ぶ
ら

百
日
。
殺
し
て
以
て
布
に
塗
れ
ば
、
而
ち
雨
ふ
る
も
濡
ら
す
あ
た
は
ざ
る
な

り
。）

→
『
医
心
方
』
巻
二
六
避
雨
湿
方
「
靈
奇
方
不
沾
法
云
、
蜘
蛛
塗
布
巾
、
天
雨

不
能
濡
。
」

の
二
条
が
同
主
旨
の
文
と
し
て
葉
徳
輝
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

［
１
］

【
原
文
】

靈
奇
方
。
令
白
髪
還
黑
術
方
。
隴
西
白
覬
一
升
・
旋
復
一
升
・
秦
桝
一
升
・
好

桂
心
一
尺
。
合
搗
篩
。
井
花
水
服
方
寸
匕
日
三
。
卅
日
白
髪
悉
黑
。
禁
房
内
。

以
此
藥
食
白
犬
子
、
廿
日
皆
變
爲
黑
。
（
『
醫
心
方
』
卷
四
・
治
白
髪
令
黑
方
第

四
）【

書
き
下
し
】

『
霊
奇
方
』
。
白
髪
を
し
て
黒
に
還
さ
し
む
る
術
方
。
隴
西
の
白
覬[

①]

一
升
・

旋
復[
②]

一
升
・
秦
椒[

③]

一
升
・
好
き
桂
の
心
一
尺
。
合
し
搗
き
て
篩
す
。
井

ふ
る
い

花
水
も
て
方
寸
匕
を
服
す
る
こ
と
日
に
三
た
び
す
。
卅
日
に
し
て
白
髪
悉
く
黒
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し
。
房
内
を
禁
ず
。
此
の
薬
を
以
て
白
犬
の
子
に
食
は
し
む
れ
ば
、
廿
日
に
し

て
皆
変
じ
て
黒
と
為
る
。

【
注
】

①

ハ
ナ
ウ
ド
。
ヤ
ブ
ウ
ド
。

②

旋
覆
花
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
オ
グ
ル
マ
。

③

文
意
に
よ
り
「
桝
」
を
「
椒
」
に
改
め
た
。
秦
椒
は
山
椒
に
同
じ
。

【
現
代
語
訳
】

『
霊
奇
方
』
。
白
髪
を
黒
髪
に
戻
す
術
方
。
隴
西
産
の
ハ
ナ
ウ
ド
一
升
・
オ
グ
ル

マ
一
升
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
一
升
・
上
質
の
桂
の
心
一
尺
を
準
備
し
、
そ
れ
ら
を
一

緒
に
（
臼
で
）
搗
い
て
篩
に
か
け
る
。
そ
れ
を
一
日
三
回
、
方
寸
匕
を
井
華
水

ふ
る
い

で
服
用
す
る
。
三
十
日
で
白
髪
は
す
べ
て
黒
く
な
る
。
男
女
の
交
わ
り
を
禁
ず

る
。
こ
の
薬
を
白
い
子
犬
に
食
べ
さ
せ
る
と
、
二
十
日
で
黒
犬
に
変
化
す
る
。

【
補
】

○

頭
髪
に
関
す
る
記
述
は
『
萬
畢
』
に
も
（
七
〇
）
の
ぬ
け
な
い
よ
う
に
す
る

処
方
、
（
七
三
）
の
白
髪
を
黒
く
す
る
処
方
、
（
七
五
）
の
頭
髪
を
白
く
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
処
方
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

［
２
］

【
原
文
】

靈
奇
方
。
常
以
樊
石
熬
末
、
付
兩
掖
下
。
（
『
醫
心
方
』
卷
四
・
治
胡
臭
方
第
二

四
）【

書
き
下
し
】

『
霊
奇
方
』
。
常
に
礬
石[

①]

を
以
て
熬
り
て
末
と
し
、
両
掖
の
下
に
付
く
。

【
注
】

①

文
意
に
よ
り
「
樊
」
を
「
礬
」
に
改
め
た
。
「
礬
石
」
は
「
明
礬
」
に
同

み
よ
う
ば
ん

じ
。
た
だ
し
「
緑
礬
」
或
い
は
「
黄
礬
」
を
さ
す
可
能
性
も
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

『
霊
奇
方
』
。
ミ
ョ
ウ
バ
ン
を
熬
っ
て
粉
末
に
し
た
も
の
を
、
常
に
両
掖
の
下
に

付
け
て
お
く
。（
そ
う
す
る
と
体
臭
が
消
え
る
。）

【
補
】

○

体
臭
予
防
の
処
方
は
『
萬
畢
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

［
３
］

【
原
文
】

靈
奇
方
。
避
時
氣
疫
病
法
。
正
月
未
日
。
夜
以
蘆
炬
火
、
照
井
及
厠
臼
中
、
百

鬼
走
不
入
。
（
『
醫
心
方
』
卷
一
四
・
避
傷
寒
病
方
第
二
五
）

【
書
き
下
し
】

『
霊
奇
方
』
。
時
気
の
疫
病
を
避
く
る
法
。
正
月
未
日
。
夜

蘆
炬
の
火[

①]

を

以
て
、
井
及
び
厠
・
臼
の
中
を
照
ら
せ
ば
、
百
鬼
走
げ
て
入
ら
ず
。

【
注
】

①

蘆
で
作
っ
た
松
明
の
明
か
り
。

あ
し

た
い
ま
つ

【
現
代
語
訳
】

『
霊
奇
方
』
。
季
節
ご
と
の
疫
病
を
避
け
る
法
。
正
月
の
未
の
日
に
、
夜
に
蘆
で

作
っ
た
松
明
で
井
戸
・
厠
・
臼
の
中
を
照
ら
し
出
せ
ば
、
す
べ
て
の
（
疫
病
を
も

た
ら
す
）
鬼
が
逃
げ
去
り
、
家
の
中
に
入
っ
て
こ
な
い
。

【
補
】

○

呪
術
系
の
温
病
予
防
の
処
方
で
あ
る
。
温
鬼
の
侵
入
場
所
（
井
戸
・
厠
・
臼
）

が
示
さ
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
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○

［
３
］
か
ら
［

］
ま
で
は
傷
寒
病
（
温
病
）
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
い

11

ず
れ
も
温
病
を
も
た
ら
す
疫
鬼
（
温
鬼
）
を
退
け
る
た
め
の
呪
術
的
処
方
（
沐

浴
は
ひ
と
ま
ず
置
く
）
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

［
４
］

【
原
文
】

又
法
。
正
月
朔
日
。
寅
時
、
用
乱
土
、
塗
門
扉
方
二
寸
。
（
『
醫
心
方
』
卷
一
四

・
避
傷
寒
病
方
第
二
五
）

【
書
き
下
し
】

又
法
。
正
月
朔
日
。
寅
の
時
、
黄
土
を
用
て
、
門
扉
の
方
二
寸
を
塗
る
。

【
現
代
語
訳
】

又
法
。
正
月
一
日
、
寅
の
時
に
黄
土
を
門
の
扉
に
一
寸
四
方
の
広
さ
に
塗
る
。

【
補
】

○

［
４
］
［
５
］
と
も
に
温
鬼
の
侵
入
場
所
を
門
と
す
る
。

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
か
ら
、
「
黄
土
」
は
「
竈
中
黄
土
」
と
考
え
る
の
が
よ

か
ろ
う
。
所
謂
、
家
中
を
守
る
竈
神
の
力
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

［
５
］

【
原
文
】

又
法
。
用
牛
矢
、
塗
門
戸
方
員
二
寸
。
（
『
醫
心
方
』
卷
一
四
・
避
傷
寒
病
方
第

二
五
）

【
書
き
下
し
】

又
法
。
牛
矢[

①]

を
用
て
、
門
戸
の
方
円
二
寸
を
塗
る
。

【
注
】

①

牛
の
糞
。

【
現
代
語
訳
】

又
法
。
牛
の
糞
を
用
い
て
、
門
戸
に
二
寸
四
方
の
四
角
と
直
径
二
寸
の
円
の
広

さ
に
塗
る
。（
そ
う
す
れ
ば
温
病
を
予
防
で
き
る
。
）

【
補
】

○

臭
気
に
よ
る
呪
術
系
処
方
で
あ
ろ
う
。
門
や
壁
に
黄
土
や
動
物
の
糞
尿
を
塗

る
（
ス
タ
ン
プ
す
る
）
と
い
う
呪
術
は
、
文
字
（
呪
文
）
を
記
す
と
い
う
も
の

と
同
質
の
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

［
６
］

【
原
文
】

又
法
。
正
月
旦
、
若
十
五
日
。
投
麻
子
・
小
豆
各
二
七
枚
、
入
於
井
中
。
避
一

年
溫
病
。
（
『
醫
心
方
』
卷
一
四
・
避
傷
寒
病
方
第
二
五
）

【
書
き
下
し
】

又
法
。
正
月
旦
、
若
し
く
は
十
五
日
。
麻
子
・
小
豆
各
お
の
二
七
枚
を
投
じ
て
、

井
中
に
入
る
。
一
年
の
温
病
［
①
］

を
避
く
。

【
注
】

①

熱
病
の
一
種
。
『
黄
帝
内
経
素
問
』
に
既
に
そ
の
名
が
見
え
る
。

【
現
代
語
訳
】

又
法
。
正
月
の
一
日
、
或
い
は
十
五
日
に
、
麻
の
実
と
小
豆
を
そ
れ
ぞ
れ
十
四

粒
ず
つ
準
備
し
て
、
井
戸
の
中
に
入
れ
る
。（
そ
れ
で
）
一
年
間
温
病
に
罹
ら
な

い
。【

補
】

○

［
６
］
と
［
７
］
を
比
較
す
る
と
、
非
常
に
興
味
深
い
こ
と
に
気
づ
く
。
と
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も
に
使
用
す
る
薬
材
は
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、［
６
］
は
そ
れ
を
温

鬼
に
侵
入
口
と
さ
れ
る
井
戸
に
投
じ
、
［
７
］
は
人
が
そ
れ
を
飲
む
と
す
る
。

も
と
も
と
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
処
方
が
、
伝
承
の
過
程
で
分
か
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
、
或
い
は
、
最
初
か
ら
い
ず
れ
の
処
方
で
も
予
防
可
と
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

［
７
］

【
原
文
】

又
法
。
正
月
旦
。
呑
麻
子
・
小
豆
各
二
七
枚
。
辟
却
溫
鬼
。
（
『
醫
心
方
』
卷
一

四
・
避
傷
寒
病
方
第
二
五
）

【
書
き
下
し
】

又
法
。
正
月
旦
。
麻
子
・
小
豆
各
お
の
二
七
枚
を
呑
む
。
温
鬼
［
①
］
を
辟
け
却

し
り
ぞ

く
。【

注
】

①

温
病
を
も
た
ら
す
病
因
と
し
て
の
鬼
。

【
現
代
語
訳
】

又
法
。
正
月
の
一
日
に
、
麻
の
実
と
小
豆
を
そ
れ
ぞ
れ
十
四
粒
ず
つ
飲
む
。（
そ

れ
で
）
温
鬼
を
避
け
退
け
る
（
温
病
に
か
か
ら
な
い
）
。

【
補
】

○

［
６
］
と
同
じ
薬
材
で
、
こ
ち
ら
は
「
飲
む
」
と
い
う
処
方
だ
が
、
期
日
が

指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
呪
術
系
処
方
と
し
て
お
く
。

［
８
］

【
原
文
】

又
法
。
庚
辰
日
。
取
鷄
・
犬
毛
、
於
門
外
微
燒
烟
之
。
避
溫
疫
。
（
『
醫
心
方
』

卷
一
四
・
避
傷
寒
病
方
第
二
五
）

【
書
き
下
し
】

又
法
。
庚
辰
日
。
鶏
・
犬
の
毛
を
取
り
て
、
門
外
に
於
て
微
に
焼
き
て
之
を
烟

わ
ず
か

い
ぶ

す
。
温
疫[

①]

を
避
く
。

【
注
】

①

温
病
に
同
じ
。

【
現
代
語
訳
】

又
法
。
庚
辰
の
日
に
、
鶏
の
羽
と
犬
の
毛
を
準
備
し
て
、
門
の
外
で
少
し
だ
け

焼
い
て
煙
で
燻
す
。（
そ
れ
で
）
温
病
に
罹
ら
な
い
。

【
補
】

○

［
５
］
の
補
で
言
及
し
た
臭
気
の
呪
力
の
一
つ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

［
９
］

【
原
文
】

又
法
。
五
月
十
五
日
。
日
中
取
井
花
水
沐
浴
。
避
邪
鬼
。
（
『
醫
心
方
』
卷
一
四

・
避
傷
寒
病
方
第
二
五
）

【
書
き
下
し
】

又
法
。
五
月
十
五
日
。
日
中
に
井
花
水
を
取
り
て
沐
浴
す
。
邪
鬼
を
避
く
。

【
現
代
語
訳
】

又
法
。
五
月
十
五
日
に
、
太
陽
が
南
中
し
た
時
、
井
花
水
で
水
浴
び
を
す
る
。（
そ

う
す
れ
ば
温
病
を
も
た
ら
す
）
邪
鬼
を
避
け
る
。

【
補
】

○

細
か
な
点
で
の
相
違
は
あ
る
が
、
「
沐
浴
」
と
い
う
点
で[

９]

と[
]

は
同

10
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質
で
あ
る
。

○

期
日
指
定
が
あ
る
の
で
、
呪
術
系
処
方
と
し
て
お
く
。

［

］
10【

原
文
】

又
法
。
五
月
戊
巳
日
。
沐
浴
。
避
病
。
（
『
醫
心
方
』
卷
一
四
・
避
傷
寒
病
方
第

二
五
）

【
書
き
下
し
】

又
法
。
五
月
戊
巳
日
。
沐
浴
す
。
病
を
避
く
。

【
現
代
語
訳
】

又
法
。
五
月
の
戊
巳
の
日
に
、
水
浴
び
を
す
る
。
病
気
を
避
け
る
。

【
補
】

○

期
日
指
定
が
あ
る
の
で
、
呪
術
系
処
方
と
し
て
お
く
。

［

］
11【

原
文
】

又
云
。
使
溫
病
不
相
易
法
。
以
繩
度
所
住
戸
中
、
屈
繩
燒
斷
。
（
『
醫
心
方
』
卷

一
四
・
避
傷
寒
病
方
第
二
五
）

【
書
き
下
し
】

又
云
。
温
病
を
し
て
相
易[

①]

せ
ざ
ら
し
む
る
の
法
。
縄
を
以
て
住
み
し
所
の

戸
中
に
度
し
、
縄
を
屈
し
て
焼
け
ば
断
つ
。

わ
た

【
注
】

①

こ
こ
で
は
病
気
が
う
つ
る
こ
と
。

【
現
代
語
訳
】

又
云
。
温
病
を
伝
染
さ
せ
な
く
す
る
方
法
。
住
ん
で
い
る
住
居
の
戸
口
の
内
側

に
縄
を
掛
け
、
そ
の
縄
を
（
外
し
て
）
曲
げ
た
状
態
（
の
ま
ま
）
で
焼
け
ば
、
伝

染
を
断
ち
切
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
予
防
の
処
方
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
戸
口
に
わ
た
さ
れ
た
縄
は
、
家
に

侵
入
し
よ
う
と
す
る
疫
鬼
を
捕
ら
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
閉
じ

た
状
態
（
輪
に
な
っ
た
ま
ま
の
状
態
）
で
焼
く
と
い
う
の
は
、
疫
鬼
を
捕
ら
え

た
ま
ま
焼
き
殺
す
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

［

］
12【

原
文
】

靈
奇
方
。
未
滿
三
月
、
取
斧
着
婦
人
床
下
、
來
反
成
男
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
四

・
變
女
爲
男
法
第
四
）

【
書
き
下
し
】

『
霊
奇
方
』
。
未
だ
三
月
に
満
た
ざ
る
と
き
、
斧
を
取
り
て
婦
人
の
床
下
に
着
け

ば
、
即
ち
反
り
て
男
と
成
る
。

【
現
代
語
訳
】

『
霊
奇
方
』
。（
妊
娠
し
て
）
ま
だ
三
か
月
に
な
ら
な
い
う
ち
に
、
斧
を
妊
婦
の
床

の
下
に
お
い
て
お
け
ば
、
胎
児
は
す
ぐ
に
男
の
子
に
な
る
。

【
補
】

○

男
子
を
生
む
た
め
の
呪
術
的
処
方
で
あ
る
。
『
霊
奇
方
』
は
佚
書
で
あ
り
、

原
本
を
確
認
で
き
な
い
た
め
明
言
は
で
き
な
い
が
、
『
如
意
方
』
の
四
例
と
比

べ
る
と
引
用
数
が
圧
倒
的
に
少
な
い
。

『淮南萬畢術』拾遺（四）（有馬）
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［

］
13【

原
文
】

靈
奇
方
云
。
萼
質
術
。
烏
賊
魚
骨
・
細
辛
・
嵎
樓
・
干
薑
・
蜀
枡
、
分
等
以
苦

酒
漬
三
日
。
牛
髄
一
斤
煎
乱
色
、
絞
去
滓
以
裝
面
。
令
白
腱
去
黑
子
。
今
案
范

汪
方
云
、
黑
醜
人
更
鮮
好
也
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
美
色
方
第
二
）

【
書
き
下
し
】

『
霊
奇
方
』
に
云
ふ
。
練
質
術
。
烏
賊
魚
骨
・
細
辛
・
嵎
楼
・
干
薑
・
蜀
椒[

①]

も
て
、
分
等
し
て
苦
酒
を
以
て
漬
く
る
こ
と
三
日
。
牛
髄
一
斤
も
て
黄
色
に
煎

り
、
絞
り
て
滓
を
去
り
以
て
面
に
装
ふ
。
白
悦
に
し
て
黒
子
を
去
ら
し
む
。
今

案
ず
る
に
『
范
汪
方[

②]

』
に
云
ふ
「
黒
醜
の
人

更
ま
り
て
鮮
好
な
り
」
と
。

【
注
】

①

文
意
に
よ
り
「
蜀
枡
」
を
「
蜀
椒
」
に
改
め
た
。
順
に
コ
ウ
イ
カ
の
甲
羅

・
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
（
ミ
ラ
ノ
ネ
）
・
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
・
乾
燥
さ
せ
た
ハ
ジ
カ

ミ
・
ナ
ル
ハ
ジ
カ
ミ
（
フ
サ
ハ
ジ
カ
ミ
）
。
こ
の
う
ち
細
辛
は
『
神
農
本
草
経
』

の
上
薬
に
、
烏
賊
魚
骨
は
中
薬
に
、
蜀
椒
は
下
薬
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
細
辛
と
蜀
椒
に
つ
い
て
は
、
「
死
肌
」
を
治
す
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。

②

晋
の
范
汪
（
南
陽
順
陽
の
人
）
に
『
范
汪
集
』
一
〇
巻
等
の
著
作
が
あ
る
が
、

関
連
に
つ
い
て
は
不
詳
。

【
現
代
語
訳
】

『
霊
奇
方
』
に
言
う
。（
肌
）
質
を
練
る
術
。
コ
ウ
イ
カ
の
甲
羅
・
ウ
ス
バ
サ
イ

シ
ン
・
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
・
乾
燥
さ
せ
た
ハ
ジ
カ
ミ
・
ナ
ル
ハ
ジ
カ
ミ
を
準
備
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
量
を
酢
に
三
日
間
漬
け
込
む
。
そ
れ
を
牛
の
髄
一
斤
で
黄
色

に
な
る
ま
で
煎
り
、
絞
っ
て
滓
を
取
り
去
っ
た
も
の
を
、
顔
に
塗
る
。（
そ
う
す

る
と
、
肌
が
）
白
く
輝
き
、
ホ
ク
ロ
を
取
り
去
る
。
今
案
ず
る
に
『
范
汪
方
』
に

「
（
肌
が
）
黒
く
荒
れ
て
い
る
人
も
、（
肌
質
が
）
改
ま
っ
て
み
ず
み
ず
し
く
好
い

も
の
と
な
る
」
と
あ
る
。

【
補
】

○

医
学
系
療
法
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
一
の
文
が
『
如
意
方
』［

］（
『
淮
南
萬
畢
術
』

43

拾
遺
（
三
）
、
東
洋
古
典
学
研
究

）
に
も
見
え
た
。

43

［

］
14【

原
文
】

靈
奇
方
云
。
達
知
術
。
取
葛
花
陰
干
百
日
。
日
暮
水
服
方
寸
匕
而
臥
。
心
思
念

所
欲
爲
事
。
覺
則
心
開
而
知
。
或
夢
中
大
來
吉
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
益
智

方
第
四
）

【
書
き
下
し
】

『
霊
奇
方
』
に
云
ふ
。
知
に
達
す
る[

①]

術
。
葛
の
花
を
取
り
て
陰
干
す
る
こ

と
百
日
。
日
暮
に
水
も
て
方
寸
匕
を
服
し
て
臥
す
。
心
に
為
さ
ん
と
欲
す
る
所

の
事
を
思
念
す
。
覚
む
れ
ば
則
ち
心
開
き[

②]

て
知
る
。
或
は
夢
中
に
大
い
に

吉
を
来
す
。

【
注
】

①

『
醫
心
方
』
巻
二
六
の
益
知
方
の
他
の
項
目
に
も
「
達
知
」
の
使
用
例
は

見
ら
れ
な
い
が
、
本
文
か
ら
察
す
る
に
「
ひ
ら
め
き
」
の
類
で
あ
ろ
う
。

②

『
醫
心
方
』
巻
二
六
の
益
知
方
の
他
の
項
目
の
使
用
例
か
ら
、
脳
の
働
き

を
十
全
に
発
揮
さ
せ
る
（
も
の
忘
れ
を
な
く
す
る
、
ひ
ら
め
き
力
を
上
げ
る
、
聡
明

に
す
る
な
ど
）
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

【
現
代
語
訳
】

『
霊
奇
方
』
に
言
う
。
知
に
達
す
る
術
。
葛
の
花
を
準
備
し
て
、
百
日
の
間
、
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干
す
る
。
日
暮
れ
時
に
そ
れ
を
水
で
方
寸
匕
だ
け
服
用
す
る
。（
そ
う
し
て
）
心

の
中
で
や
り
た
い
と
思
っ
た
事
を
思
い
つ
め
る
。（
そ
う
す
れ
ば
）
目
が
覚
め
た

時
に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。
或
は
夢
の
中
で
吉
を
導
く
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
15【

原
文
】

靈
奇
方
云
。
取
乱
土
酒
和
塗
帳
内
戸
下
方
圓
一
寸
。
至
老
相
愛
。
（
『
醫
心
方
』

卷
二
六
・
相
愛
方
第
五
）

【
書
き
下
し
】

『
霊
奇
方
』
に
云
ふ
。
黄
土
を
取
り
て
酒
も
て
和
し
て
帳
内
の
戸
の
下
方
円
一

寸
に
塗
る
。
老
い
に
至
る
ま
で
相
愛
す
。

【
現
代
語
訳
】

『
霊
奇
方
』
に
言
う
。
黄
土
を
準
備
し
て
、
酒
と
混
ぜ
て
帳
の
内
側
の
戸
の
下

に
一
寸
四
方
の
四
角
形
と
直
径
一
寸
の
円
の
広
さ
に
塗
る
。
年
老
い
る
ま
で
愛

し
合
う
。

【
補
】

○

[
]

か
ら[
]

ま
で
は
、
心
を
操
作
す
る
呪
術
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
心
を

15

21

操
作
す
る
呪
術
は
、
『
萬
畢
』
（
六
）
に
「
竈
之
土
不
思
故
郷
。
〔
注
〕
取
竈

前
三
寸
方
半
寸
、
取
中
土
持
之
、
遠
出
令
人
不
思
故
郷
。（
竈
の
土
は
故
郷
を

思
は
ず
。
〔
注
〕
竈
の
前
の
三
寸
方
半
寸
を
取
り
て
、
中
の
土
を
取
り
て
之
を

持
て
ば
、
遠
く
に
出
づ
る
も
、
人
を
し
て
故
郷
を
思
は
ざ
ら
し
む
。
）
」
、（
七
）

に
「
赤
布
在
戸
、
婦
人
流
連
。
〔
注
〕
取
婦
人
月
事
、
七
月
七
日
焼
爲
灰
置
杁

上
、
來
不
復
去
。
勿
令
婦
人
知
。（
月
布
、
戸
に
在
れ
ば
、
婦
人
流
連
す
。〔
注
〕

婦
人
の
月
事
を
取
り
て
、
七
月
七
日
に
焼
き
て
灰
と
為
し
、
楣
の
上
に
置
か

ば
、
即
ち
復
た
去
ら
ず
。
婦
人
を
し
て
知
ら
し
む
る
こ
と
勿
れ
。
）
」
、
（
九
）

に
「
鵲
腦
令
人
相
思
。
〔
注
〕
取
雌
雄
鵲
各
一
、
燔
之
四
蕈
艷
。
丙
寅
日
與
人

共
飲
酒
、
置
腦
酒
中
、
則
相
思
也
。（
鵲
の
脳
は
人
を
し
て
相
思
は
し
む
。〔
注
〕

雌
雄
の
鵲
各
一
を
取
り
、
之
を
四
道
通
に
燔
く
。
丙
寅
の
日
に
人
と
共
に
飲

食
す
る
に
、
脳
を
酒
中
に
置
け
ば
、
則
ち
相
思
は
し
む
。
）
」
、（
三
九
）
に
「
馬

毛
犬
尾
、
親
友
自
絶
。
〔
注
〕
取
馬
毛
犬
尾
、
置
朋
友
衣
中
、
若
夫
婦
衣
中
。

自
相
憎
矣
。
（
馬
毛
・
犬
尾
は
親
友
を
し
て
自
ず
か
ら
絶
た
し
む
。
〔
注
〕
馬

毛
・
犬
尾
を
取
り
て
、
朋
友
の
衣
の
中
、
若
し
く
は
夫
婦
の
衣
の
中
に
置
く
。

自
ず
か
ら
相
憎
む
。
）
」
、
（
七
九
）
に
「
埋
髪
竈
前
、
婦
安
夫
家
。
（
髪
を
竈

の
前
に
埋
む
れ
ば
、
婦
安
く
夫
家
に
あ
り
。
）
」
、
（
九
七
）
に
「
取
門
冬
・
赤

黍
・
枹
苡
爲
丸
、
令
婦
人
不
妬
。
（
門
冬
・
赤
黍
・
薏
个
を
取
り
て
丸
と
為
せ

ば
、
婦
人
を
し
て
妬
せ
ざ
ら
し
む
。
）
」
の
六
例
が
見
え
る
。

［

］
16【

原
文
】

又
方
。
取
猪
皮
忸
尾
、
着
方
一
寸
三
分
内
衣
領
中
。
天
下
人
皆
愛
。（
『
醫
心
方
』

卷
二
六
・
相
愛
方
第
五
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
猪
の
皮
并
び
に
尾
を
取
り
て
、
方
一
寸
三
分
を
着
け
て
衣
の
領
中
に
内

る
。
天
下
の
人

皆
愛
す
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
猪
の
皮
と
尾
を
準
備
し
て
、
一
寸
三
分
四
方
の
大
き
さ
に
し
て
、
衣
の
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領
の
中
に
入
れ
て
お
く
。
世
の
中
の
人
す
べ
て
が
（
あ
な
た
を
）
愛
す
る
。

【
補
】

○

心
を
操
作
す
る
呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
17【

原
文
】

又
方
。
取
竈
中
乱
土
以
膠
汁
和
着
屋
上
五
日
。
取
塗
所
欲
人
衣
、
來
相
愛
。（
『
醫

心
方
』
卷
二
六
・
相
愛
方
第
五
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
竈
中
の
黄
土
を
取
り
て
膠
汁
を
以
て
和
し
て
屋
上
に
着
く
る
こ
と
五
日
。

取
り
て
欲
す
る
所
の
人
の
衣
に
塗
れ
ば
、
即
ち
相
愛
す
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
竈
の
中
の
黄
土
を
準
備
し
て
、
そ
れ
を
膠
の
汁
と
混
ぜ
て
、
屋
根
の
上

に
五
日
間
置
い
て
お
く
。
そ
れ
を
好
み
の
人
の
衣
に
塗
り
つ
け
る
と
、
す
ぐ
に

愛
し
合
う
。

【
補
】

○

心
を
操
作
す
る
呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
18【

原
文
】

又
方
。
庚
辛
日
。
取
梧
桐
木
東
南
行
根
長
三
寸
、
尅
作
男
人
。
以
五
色

衣
之

糸句

着
身
。
令
親
疎
相
愛
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
相
愛
方
第
五
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
庚
辛
日
。
梧
桐
の
木
の
東
南
に
行
き
し
根
の
長
さ
三
寸
を
取
り
、
尅
し

て
男
人
を
作
る
。
五
色
の
綵
を
以
て
之
に
衣
せ
身
に
着
く
。
親
疎
を
し
て
相
愛

せ
し
む
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
庚
辛
の
日
に
、
梧
桐
の
木
の
東
南
方
向
に
伸
び
て
い
る
根
を
三
寸
切
り

取
り
、
そ
れ
で
男
の
人
形
を
作
る
。
そ
れ
に
五
色
の
布
地
の
衣
を
着
せ
て
身
に

帯
び
て
お
く
。
親
疎
に
関
わ
ら
ず
愛
し
合
わ
せ
る
。

【
補
】

○

心
を
操
作
す
る
呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
19【

原
文
】

靈
奇
方
云
。
以
桃
板
三
寸
書
姓
名
、
埋
四
會
道
中
。
來
相
憎
。
（
『
醫
心
方
』
卷

二
六
・
相
愛
第
五
）

【
書
き
下
し
】

『
霊
奇
方
』
に
云
ふ
。
桃
板
三
寸
を
以
て
姓
名
を
書
し
て
、
四
会
道[

①]

中
に

埋
む
。
即
ち
相
憎
む
。

【
注
】

①

四
つ
辻
。

【
現
代
語
訳
】

『
霊
奇
方
』
に
言
う
。
長
さ
三
寸
の
桃
の
板
を
準
備
し
て
、
そ
れ
に
（
憎
み
合
う

よ
う
に
さ
せ
た
い
者
同
士
の
）
姓
名
を
書
き
、
そ
れ
を
四
つ
辻
に
埋
め
る
。（
そ
う

す
る
と
）
す
ぐ
に
憎
み
合
う
。

【
補
】

○

心
を
操
作
す
る
呪
術
系
処
方
で
あ
る
。
特
に
仲
違
い
さ
せ
た
い
二
人
の
名
前
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が
記
さ
れ
た
桃
札
を
四
つ
辻
で
焼
く
と
い
う
部
分
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
つ
辻
が
領
界
域
で
他
界
と
接
触
す
る
部
分
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
既

に
『
萬
畢
』
の
（
九
）
に
「
四
道
通
に
燔
く
」
と
い
う
形
で
見
え
る
。
こ
の

処
方
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
治
療
が
他
界
の
存
在
（
た
と
え
ば
鬼
神
な
ど
）

の
力
を
借
り
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。

○

『
万
畢
』
（
九
）
に
「
鵲
の
脳
は
人
を
し
て
相
思
は
し
む
。
〔
注
〕
雌
雄
の

鵲
各
一
を
取
り
、
之
を
四
道
通
に
燔
く
。
丙
寅
の
日
に
人
と
共
に
飲
酒
す
る

に
、
脳
を
酒
中
に
置
け
ば
、
則
ち
相
思
は
し
む
」
と
あ
る
。

［

］
20【

原
文
】

靈
奇
方
云
。
解
怒
。
埋
其
人
髪
於
竈
前
。
入
土
三
尺
。
令
不
怒
。
（
『
醫
心
方
』

卷
二
六
・
相
愛
第
五
）

【
書
き
下
し
】

『
霊
奇
方
』
に
云
ふ
。
怒
り
を
解
く
。
其
の
人
の
髪
を
竈
の
前
に
埋
む
。
土
三

尺
に
入
る
。
怒
ら
ざ
ら
し
む
。

【
現
代
語
訳
】

『
霊
奇
方
』
に
言
う
。
怒
り
を
解
く
（
方
法
）
。
怒
っ
て
い
る
人
の
髪
の
毛
を
竈

の
前
の
三
尺
の
深
さ
の
所
に
埋
め
る
。
怒
ら
な
く
さ
せ
る
。

【
補
】

○

心
を
操
作
す
る
呪
術
系
処
方
で
あ
る
。
呪
術
の
処
方
及
び
そ
の
効
果
か
ら
、

［

］
の
補
で
提
示
し
た
『
萬
畢
』
七
九
の
「
髪
を
竈
の
前
に
埋
む
れ
ば
、

15
婦
安
く
夫
家
に
あ
り
」
と
の
近
似
性
が
注
目
さ
れ
る
。
恐
ら
く
も
と
も
と
は

同
根
の
処
方
で
あ
り
、
伝
承
の
過
程
で
異
同
が
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

［

］
21【

原
文
】

靈
奇
方
云
。
欲
得
人
家
好
田
、
以
戊
子
日
、
密
作
買
碇
、
埋
着
田
中
央
。
其
主

必
來
賣
之
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
求
富
方
第
六
）

【
書
き
下
し
】

『
霊
奇
方
』
に
云
ふ
。
人
の
家
の
好
田
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
戊
子
の
日
を
以
て
、

密
に
買
券[

①]

を
作
り
、
埋
め
て
田
の
中
央
に
着
く
。
其
の
主
必
ず
来
り
て
之

を
売
る
。

【
注
】

①

買
取
を
証
明
す
る
証
書
。

【
現
代
語
訳
】

『
霊
奇
方
』
に
言
う
。
他
家
の
よ
い
田
を
手
に
入
れ
た
い
と
思
っ
た
な
ら
ば
、

戊
子
の
日
に
こ
っ
そ
り
と
買
券
を
作
り
、（
そ
れ
を
他
家
の
よ
い
）
田
の
中
央
に
埋

め
て
お
く
。
持
ち
主
が
そ
の
田
を
必
ず
売
り
に
来
る
。

【
補
】

○

土
地
の
所
有
者
に
そ
の
地
を
売
る
気
に
さ
せ
る
心
を
操
作
す
る
呪
術
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
。

［

］
22【

原
文
】

靈
奇
方
。
避
寒
術
。
雄
乱
・
澤
冩
・
枡
附
子
、
分
等
冶
末
。
井
花
水
服
之
。
冬

可
單
衣
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
避
寒
熱
方
第
九
）

【
書
き
下
し
】

『
霊
奇
方
』
。
寒
を
避
く
る
術
。
雄
黄
［
①
］
・
沢
写
［
②
］
・
椒
［
③
］
・
附
子
［
④
］

『淮南萬畢術』拾遺（四）（有馬）
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も
て
、
分
等
し
て
冶
し
て
末
に
す
。
井
花
水
も
て
之
を
服
す
。
冬

単
衣
す
べ
し
。

【
注
】

①

ヒ
素
の
硫
化
化
合
物
。
『
神
農
本
草
経
』
で
は
中
薬
に
「
寒
熱
」
に
対
応
す

る
薬
物
と
し
て
示
さ
れ
る
。

②

サ
ジ
オ
モ
ダ
カ
。

③

文
意
に
よ
り
「
枡
」
を
「
椒
」
に
改
め
た
。

④

ト
リ
カ
ブ
ト
。

【
現
代
語
訳
】

『
霊
奇
方
』
。
寒
さ
を
避
け
る
術
。
雄
黄
・
サ
ジ
オ
モ
ダ
カ
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
・
ト

リ
カ
ブ
ト
を
準
備
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
分
量
を
粉
末
に
す
る
。
そ
れ
を
井
花

水
で
服
用
す
る
。
冬

一
重
の
衣
で
も
過
ご
せ
る
。

【
補
】

○

[
]

か
ら[

]

ま
で
は
暑
さ
や
寒
さ
を
感
じ
な
く
さ
せ
る
術
で
あ
る
。
た
だ

22

29

し
、
寒
暑
を
感
じ
な
い
身
体
を
作
る
も
の
か
、
寒
暑
を
感
じ
な
い
感
覚
を
作

る
も
の
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
『
萬
畢
』
に
は
こ
の
種

の
術
は
見
ら
れ
な
い
。

［

］
23【

原
文
】

又
方
。
朮
三
升
・
防
風
二
升
・
詭
讎
子
半
升
、
熬
之
合
末
。
服
方
寸
匕
。
酒
粥

無
在
。
連
服
勿
廢
。
日
盡
一
劑
。
冬
不
用
衣
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
避
寒
熱

方
第
九
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
朮
［
①
］

三
升
・
防
風
［
②
］

二
升
・
詭
讎
子
［
③
］

半
升
も
て
、
之
を
熬

り
て
合
し
て
末
に
す
。
方
寸
匕
を
服
す
。
酒
粥
は
在
る
こ
と
な
か
れ
。
連
服
し

て
廃
す
る
な
か
れ
。
日
ご
と
に
一
剤
を
尽
く
せ
。
冬

衣
を
用
い
ず
。

【
注
】

①

ウ
ケ
ラ
。
『
神
農
本
草
経
』
の
上
薬
に
も
見
え
る
。

②

ハ
マ
ス
ガ
ナ
。
ハ
マ
ニ
ガ
ナ
。
ヤ
マ
ゼ
リ
。

③

ロ
ウ
ト
ウ
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
ウ
ケ
ラ
三
升
・
ハ
マ
ス
ナ
ガ
二
升
・
ロ
ウ
ト
ウ
の
実
半
升
を
準
備
し
て
、

こ
れ
ら
を
熬
っ
て
合
わ
せ
て
粉
末
に
す
る
。
方
寸
匕
を
服
用
す
る
。
酒
粥
を
食

し
て
は
な
ら
な
い
。
途
中
で
飲
む
の
を
止
め
て
は
な
ら
な
い
。
毎
日
一
剤
を
飲

み
き
る
こ
と
。
冬
で
も
衣
を
必
要
と
し
な
い
。

【
補
】

○

医
学
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
24【

原
文
】

又
方
。
雄
乱
・
丹
沙
・
赤
石
脂
・
干
薑
、
各
四
分
合
。
以
白
松
脂
、
令
如
梧
子

大
、
日
呑
四
丸
。
十
日
止
。
來
不
寒
。
冬
日
常
不
欲
衣
、
可
入
水
中
。

（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
避
寒
熱
方
第
九
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
雄
黄
・
丹
沙[

①]

・
赤
石
脂[

②]

・
干
薑
も
て
、
各
お
の
四
分
し
て
合
す
。

白
松
脂[

③]

を
以
て
、
梧
子
の
如
き
大
き
さ
に
せ
し
め
、
日
ご
と
に
四
丸
を
呑

む
。
十
日
に
し
て
止
む
。
即
ち
寒
か
ら
ず
。
冬
日
常
に
衣
を
欲
せ
ず
、
水
中
に

入
る
べ
し
。
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【
注
】

①

丹
砂
。
水
銀
と
硫
黄
の
化
合
物
。

②

青
黄
黒
白
赤
の
五
色
が
あ
る
硬
質
の
粘
土
。
『
本
草
綱
目
』
九
に
「
五
色
石

脂
」
と
し
て
詳
述
が
あ
る
。
［

］
に
黒
石
脂
、
［

］
に
赤
石
脂
、
［

］

27

28

29

に
白
石
脂
が
見
え
る
。

③

幹
の
部
分
が
白
い
松
。
白
皮
松
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
雄
黄
・
丹
砂
・
赤
色
の
石
脂
・
乾
燥
さ
せ
た
ハ
ジ
カ
ミ
を
準
備
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
四
分
の
一
ず
つ
の
分
量
を
合
わ
せ
る
。
そ
れ
を
白
い
松
の
脂
を
用
い

て
、
梧
の
種
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に
し
、
毎
日
四
丸
を
飲
む
。
十
日
で
（
飲
む
の
を
）

止
め
る
。
す
ぐ
に
寒
さ
を
感
じ
な
く
な
る
。
冬
で
も
常
に
衣
を
求
め
ず
、
水
の

中
に
も
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
補
】

○

医
学
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
25【

原
文
】

一
方
。
加
桂
四
分
。（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
避
寒
熱
方
第
九
）

【
書
き
下
し
】

一
方
。
桂
四
分
を
加
ふ
。

【
現
代
語
訳
】

一
方
。（[

]

の
材
料
に
さ
ら
に
）
桂
四
分
を
加
え
る
（
そ
う
す
る
と
寒
さ
を
感
じ
な

25

い
）
。【

補
】

○

医
学
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
26【

原
文
】

又
方
。
門
冬
・
茯
苓
、
分
等
末
。
服
方
寸
匕
日
二
。
寒
時
單
衣
汗
出
。
（
『
醫
心

方
』
卷
二
六
・
避
寒
熱
方
第
九
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
門
冬[

①]

・
茯
苓[

②]

も
て
、
分
等
し
て
末
に
す
。
方
寸
匕
を
服
す
る
こ

と
日
に
二
た
び
す
。
寒
時
に
単
衣
に
し
て
汗
出
づ
。

【
注
】

①

麦
門
冬
（
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
）
の
略
称
。

②

マ
ツ
ホ
ド
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
・
マ
ツ
ホ
ド
を
準
備
し
て
、
同
じ
量
だ
け
（
合
わ
せ
て
）
粉

末
に
す
る
。
毎
日
二
回
、
方
寸
匕
の
分
量
を
服
用
す
る
。
寒
い
時
期
に
一
重
の

衣
で
い
て
も
汗
を
か
く
。

【
補
】

○

医
学
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
27【

原
文
】

又
云
。
避
熱
術
。
雌
乱
・
白
汀
石
・
黑
石
脂
、
分
等
。
白
松
脂
丸
如
小
豆
。
呑

五
丸
。
此
雌
乱
丸
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
避
寒
熱
方
第
九
）

【
書
き
下
し
】

『淮南萬畢術』拾遺（四）（有馬）
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又
云
ふ
。
熱
を
避
く
る
術
。
雌
黄
［
①
］
・
白
汀
石
［
②
］
・
黒
石
脂
も
て
、
分
等

す
。
白
松
脂
も
て
丸
し
て
小
豆
の
如
く
す
。
五
丸
を
呑
む
。
此
れ
雌
黄
丸
な
り
。

【
注
】

①

雄
黄
と
対
を
為
す
鉱
物
。『
本
草
綱
目
』
巻
九
・
雌
黄
に
は
「
『
土
縮
本
草
』

に
云
ふ
「
陽
石
に
し
て
気
の
未
だ
足
ら
ざ
る
者
を
雌
と
為
し
、
已
に
足
る
者

を
雄
と
為
す
」
と
」
と
あ
る
。

②

白
い
玉
石
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

【
現
代
語
訳
】

又
言
う
。
暑
さ
を
避
け
る
術
。
雌
黄
・
白
汀
石
・
黒
色
の
石
脂
を
準
備
し
て
、

同
じ
分
量
に
す
る
。
そ
れ
を
白
い
松
の
脂
で
丸
め
て
小
豆
の
大
き
さ
に
す
る
。

五
丸
を
飲
む
。
こ
れ
が
雌
黄
丸
で
あ
る
。

【
補
】

○

医
学
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
28【

原
文
】

又
方
。
雄
乱
・
丹
沙
・
赤
石
脂
、
分
等
冶
。
和
松
脂
如
小
豆
。
名
曰
雄
丸
。
呑

雌
三
丸
雄
一
丸
。
不
熱
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
避
寒
熱
方
第
九
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
雄
黄
・
丹
沙
・
赤
石
脂
も
て
、
分
等
し
冶
す
。
松
脂
と
和
し
て
小
豆
の

如
く
す
。
名
づ
け
て
雄
丸
と
曰
ふ
。
雌
三
丸
雄
一
丸
を
呑
む
。
熱
か
ら
ず
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
雄
黄
・
丹
沙
・
赤
色
の
石
脂
を
準
備
し
て
、
同
じ
分
量
ず
つ
調
合
す
る
。

そ
れ
を
松
の
脂
と
混
ぜ
て
小
豆
の
大
き
さ
に
す
る
。
こ
れ
を
雄
丸
と
い
う
。
雌

丸
を
三
粒
、
雄
丸
を
一
粒
飲
む
。
暑
さ
を
感
じ
な
く
な
る
。

【
補
】

○

医
学
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
29【

原
文
】

又
方
。
樊
石
・
白
石
脂
・
丹
沙
・
慈
石
・
桂
、
各
四
兩
。
和
以
松
脂
如
小
豆
。

暮
呑
四
丸
。
夏
可
重
衣
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
避
寒
熱
方
第
九
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
礬
石
［
①
］
・
白
石
脂
・
丹
沙
・
慈
石
・
桂
、
各
お
の
四
両
。
和
す
る
に

松
脂
を
以
て
し
小
豆
の
如
く
す
。
暮
に
四
丸
を
呑
む
。
夏
に
衣
を
重
ぬ
べ
し
。

【
注
】

①

文
意
に
よ
り
「
樊
」
を
「
礬
」
に
改
め
た
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
ミ
ョ
ウ
バ
ン
・
白
色
の
石
脂
・
丹
沙
・
慈
石
・
桂
を
、
そ
れ
ぞ
れ
四
両

準
備
す
る
。
そ
れ
ら
を
松
脂
と
混
ぜ
て
小
豆
の
大
き
さ
に
す
る
。
夕
方
に
四
粒

を
飲
む
。（
暑
さ
を
感
じ
な
く
っ
て
）
夏
で
も
衣
を
重
ね
着
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
補
】

○

医
学
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
30【

原
文
】

靈
奇
方
。
不
沾
法
。
蜘
蛛
塗
布
巾
。
天
雨
不
能
濡
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
避

西
雨
濕
方
第
一
〇
）
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【
書
き
下
し
】

『
霊
奇
方
』
。
沾
れ
ざ
る
法
。
蜘
蛛
も
て
布
巾
に
塗
る
。
天
雨
ふ
る
も
濡
ら
す
あ

た
は
ず
。

【
現
代
語
訳
】

『
霊
奇
方
』
。
濡
れ
な
い
よ
う
に
す
る
方
法
。
蜘
蛛
を
布
巾
に
塗
り
込
め
ば
、
雨

が
降
っ
て
き
て
も
（
水
を
は
じ
い
て
）
濡
れ
な
い
。

【
補
】

○

『
萬
畢
』
（
一
八
）
に
「
蜘
蛛
塗
布
、
而
雨
自
晞
。
〔
注
〕
取
蜘
蛛
置
甕
中
、

食
以
膏
百
日
。
搬
以
塗
布
、
而
雨
不
能
濡
也
。
（
蜘
蛛
は
布
に
塗
れ
ば
、
而

す
な
は

ち
雨
自
ず
か
ら
晞
く
。
〔
注
〕
蜘
蛛
を
取
り
て
甕
中
に
置
き
、
食
は
す
に

膏

お
の

か
わ

あ
ぶ
ら

を
以
て
す
る
こ
と
百
日
。
殺
し
て
以
て
布
に
塗
れ
ば
、
而
ち
雨
ふ
る
も
濡
ら

す
あ
た
は
ざ
る
な
り
。
）
」
と
あ
る
。

［

］
31【

原
文
】

靈
奇
方
云
。
蜘
蛛
二
七
枚
、
盆
盛
食
以
膏
、
埋
之
垣
下
卅
日
。
以
塗
足
、
行
水

上
不
没
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
避
水
火
方
第
一
一
）

【
書
き
下
し
】

『
霊
奇
方
』
に
云
ふ
。
蜘
蛛
二
七
枚
も
て
、
盆
に
盛
り
て
食
は
す
に
膏
を
以
て

あ
ぶ
ら

し
、
之
を
垣
の
下
に
埋
む
る
こ
と
卅
日
。
以
て
足
に
塗
れ
ば
、
水
上
を
行
き
て

没
せ
ず
。

【
現
代
語
訳
】

『
霊
奇
方
』
に
言
う
。
蜘
蛛
を
十
四
匹
準
備
し
て
、
そ
れ
を
盆
に
入
れ
て
脂
を

食
べ
さ
せ
、
垣
の
下
に
三
〇
日
埋
め
て
お
く
。
そ
れ
を
足
に
塗
り
込
め
ば
、（
足

が
水
に
浮
い
て
）
水
上
を
歩
け
て
沈
ま
な
い
。

【
補
】

○

『
萬
畢
』
（
一
九
）
に
「
蜘
蛛
塗
足
、
不
用
橋
梁
。
〔
注
〕
取
蜘
蛛
、
與
水

狗
及
猪
肪
、
置
甕
中
、
密
以
新
藉
、
仍
懸
室
後
。
百
日
斎
之
、
蜘
蛛
肥
。
殺

之
以
塗
足
、
渉
水
不
没
矣
。
又
一
法
、
取
蜘
蛛
二
七
枚
、
内
甕
中
、
合
肪
百

日
。
以
塗
足
、
得
行
水
上
。
故
曰
「
蜘
蛛
塗
足
、
不
用
橋
梁
」
。
（
蜘
蛛
を
足

に
塗
れ
ば
、
橋
梁
を
用
い
ず
。
〔
注
〕
蜘
蛛
を
取
り
、
水
狗
及
び
猪
の
肪
を
与

へ
、
甕
中
に
置
き
、
密
す
る
に
新
藉
を
以
て
し
、
仍
り
て
室
後
に
懸
く
。
百

日
に
し
て
之
を
視
れ
ば
、
蜘
蛛
肥
ゆ
。
之
を
殺
し
て
以
て
足
に
塗
れ
ば
、
水

を
渉
る
も
没
せ
ず
。
又
一
法
に
、
蜘
蛛
二
七
枚
を
取
り
、
甕
中
に
内
れ
、
肪

を
合
す
。
百
日
に
し
て
以
て
足
に
塗
れ
ば
、
水
上
を
行
く
を
得
。
故
に
曰
く

「
蜘
蛛
は
足
に
塗
れ
ば
、
橋
梁
を
用
い
ず
」
と
。
）
」
と
あ
る
。
な
お
、
葉
徳

輝
は
本
条
を
『
霊
奇
方
』
か
ら
は
取
っ
て
い
な
い
。

［

］
32【

原
文
】

靈
奇
方
云
。
五
月
五
日
。
取
梧
桐
西
南
向
枝
長
五
寸
、
以
爲
人
。
蘂
舸
二
枚
忸

以

衣
之
、
繋
左
臂
。
入
軍
不
畏
流
矢
也
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
避
兵
刃
方

糸句
第
一
二
）

【
書
き
下
し
】

『
霊
奇
方
』
に
云
ふ
。
五
月
五
日
。
梧
桐
の
西
南
に
向
ひ
し
枝
の
長
さ
五
寸
を

取
り
、
以
て
人
を
為
る
。
蘂
舸
［
①
］
二
枚
并
び
に
綵
［
②
］

を
以
て
之
に
衣
せ
、

つ
く

左
臂
に
繋
ぐ
。
軍
に
入
る
も
流
矢
を
畏
れ
ざ
る
な
り
。

【
注
】

『淮南萬畢術』拾遺（四）（有馬）
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①

夏
蠶
（
ナ
ツ
ゴ
）
。
蚕
の
一
種
で
、
一
年
に
二
回
収
め
る
。

②

あ
や
ぎ
ぬ
。

【
現
代
語
訳
】

『
霊
奇
方
』
に
言
う
。
五
月
五
日
に
、
梧
桐
の
枝
で
西
南
の
方
向
に
伸
び
て
い

る
も
の
を
五
寸
切
り
取
り
、
そ
れ
で
人
形
を
作
る
。
ナ
ツ
ゴ
二
匹
と
あ
や
ぎ
ぬ

を
そ
の
人
形
に
着
け
、
左
肘
に
つ
け
て
お
く
。（
そ
う
す
れ
ば
）
軍
に
入
っ
て
も
、

飛
ん
で
く
る
矢
を
恐
れ
な
く
な
る
。

【
補
】

○

[
]

と[
]

は
武
器
に
よ
る
攻
撃
を
恐
れ
な
く
さ
せ
る
処
方
で
あ
る
。
こ
の

32

33

種
は
『
萬
畢
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も
心
を
操
作
す
る
呪
術
と
言
っ
て

よ
い
。

［

］
33【

原
文
】

又
方
。
雲
母
・
樊
石
・
慈
石
、
分
等
冶
之
合
煮
。
以
爲
湯
浴
之
。
不
畏
五
兵
。

（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
避
兵
刃
方
第
一
二
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
雲
母
・
樊
石
・
慈
石
も
て
、
分
等
し
之
を
冶
し
て
合
し
煮
る
。
以
て
湯

を
為
り
之
を
浴
ぶ
。
五
兵
［
①
］

を
畏
れ
ず
。

【
注
】

①

五
種
類
の
武
器
。
五
種
が
何
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
、
諸
典
籍
に
よ
っ
て

異
な
る
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
雲
母
・
樊
石
・
慈
石
を
準
備
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
分
量
を
調
合
し
て

煮
る
。
そ
の
煮
汁
を
浴
び
る
と
、
五
種
の
武
器
（
に
よ
る
攻
撃
）
を
恐
れ
な
く
な

る
。【

補
】

○

心
を
操
作
す
る
呪
術
系
処
方
で
あ
る
が
、
使
用
さ
れ
る
薬
材
が
一
般
の
医
学

系
治
療
の
も
の
に
等
し
い
。

［

］
34【

原
文
】

靈
奇
方
。
避
蚊
。
桂
屑
若
楝
葉
屑
若
蒲
、
以
一
升
和
一
斗
粉
中
。
以
粉
身
則
辟

蚊
。（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
辟
虫
祟
第
一
五
）

【
書
き
下
し
】

『
霊
奇
方
』
。
蚊
を
避
く
。
桂
の
屑
、
若
し
く
は
楝
葉
［
①
］

の
屑
、
若
し
く
は

蒲
も
て
、
一
升
を
以
て
一
斗
の
粉
の
中
に
和
す
。
以
て
身
に
粉
せ
ば
則
ち
蚊
を

辟
く
。

【
注
】

①

オ
ウ
チ
。

【
現
代
語
訳
】

『
霊
奇
方
』
。
蚊
を
避
け
る
（
方
法
）
。
桂
の
屑
、
或
い
は
オ
ウ
チ
の
葉
の
屑
、

或
い
は
蒲
を
準
備
し
て
、
一
升
分
を
一
斗
の
粉
と
混
ぜ
る
。
そ
の
粉
を
身
に
着

け
れ
ば
蚊
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
補
】

○
[
]

か
ら[

]

ま
で
は
蚊
や
虱
な
ど
を
避
け
る
た
め
の
処
方
で
あ
る
。
こ
の

34

36

種
の
も
の
は
『
萬
畢
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
生
活
の
知
恵
系
の
術
で
あ
る
。
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［

］
35【

原
文
】

又
方
。
昌
蒲
花
及
屑
、
着
旻
下
、
遣
虫
虱
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
辟
虫
祟
第

一
五
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
昌
蒲
の
花
及
び
屑
も
て
、
蓆
下
に
着
く
れ
ば
、
虫
虱
を
遣
る
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
昌
蒲
の
花
と
（
そ
の
葉
の
）
屑
を
準
備
し
て
、
そ
れ
を
蓆
の
下
に
ま
い
て

お
け
ば
、
虱
を
追
い
払
う
。

【
補
】

○

[
]
[
]

は
経
験
に
基
づ
く
処
方
で
あ
ろ
う
。
呪
術
的
要
素
は
な
い
。

34

35

［

］
36【

原
文
】

又
方
。
取
初
雪
三
指
撮
、
擲
置
所
臥
旻
。
勿
令
人
知
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・

辟
虫
祟
第
一
五
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
初
雪
三
指
撮
を
取
り
、
擲
ち
て
臥
せ
し
所
の
蓆
に
置
く
。
人
を
し
て
知

な
げ
う

ら
し
む
る
な
か
れ
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
初
雪
を
三
本
の
指
で
つ
ま
み
取
り
、
そ
れ
を
寝
床
の
蓆
に
投
げ
つ
け
る
。

人
に
知
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。（
そ
う
す
れ
ば
、
虱
を
追
い
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
）

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

８

『
得
富
貴
方
』

『
得
富
貴
方
』
は
『
隋
書
』
経
籍
志
・
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
と
も
に
見
え

ず
、
現
在
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
『
醫
心
方
』
に
は
全
六
条
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
内
容
的
に
『
萬
畢
』
と
の
近
似
性
が
高
い
。『
萬
畢
』

に
は

（
三
八
）
燒
角
入
山
、
虎
豹
自
遠
。
〔
注
〕
燒
角
入
山
、
則
虎
豹
自
遠
。
惡
其
臭

也
。
（
角
を
焼
き
て
山
に
入
れ
ば
、
虎
豹

自
ら
遠
ざ
か
る
。
〔
注
〕
角
を
焼

き
て
山
に
入
れ
ば
、
則
ち
虎
豹

自
ら
遠
ざ
か
る
。
其
の
臭
き
を
悪
め
ば
な
り
。
）

→
『
醫
心
方
』
巻
二
六
避
虎
狼
方
「
欲
入
山
燒
羊
角
將
行
。
虎
狼
皆
走
避
人
也
。
」

の
一
条
が
同
文
と
し
て
葉
徳
輝
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

［
１
］

【
原
文
】

得
富
貴
方
云
。
欲
至
病
人
家
、
手
中
作
鬼
字
。
（
『
醫
心
方
』
卷
一
四
・
避
傷
寒

病
方
第
二
五
）

【
書
き
下
し
】

『
得
富
貴
方
』
に
云
ふ
。
病
人
の
家
に
至
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
手
中
に
鬼
字
を
作な

す
。【

現
代
語
訳
】

『
得
富
貴
方
』
に
言
う
。
病
人
の
い
る
家
に
行
こ
う
と
思
っ
た
ら
、（
病
気
が
移

ら
な
い
よ
う
に
）
手
に
「
鬼
」
字
を
（
あ
ら
か
じ
め
）
書
い
て
お
く
。

【
補
】

○

病
気
が
移
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
呪
術
系
処
方
で
あ
る
。
病
因
を
鬼
と

『淮南萬畢術』拾遺（四）（有馬）
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す
る
の
は
当
時
の
一
般
的
な
考
え
方
で
あ
る
が
、
「
鬼
」
字
を
手
に
書
い
て
予

防
す
る
と
い
う
対
処
は
『
萬
畢
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

［
２
］

【
原
文
】

得
富
貴
方
云
。
大
火
之
甞
名
宗
无
。
見
火
畏
呼
宗
无
、
火
來
止
。
大
水
之
甞
名

娉
像
。
入
水
畏
呼
娉
像
、
來
水
不
能
害
人
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
避
水
火
方

第
一
一
）

【
書
き
下
し
】

『
得
富
貴
方
』
に
云
ふ
。
大
火
の
精

名
は
宗
无
［
①
］
。
火
を
見
て
畏
れ
て
宗
无

と
呼
べ
ば
、
火
即
ち
止
む
。
大
水
の
精

名
は
罔
像
［
②
］
。
水
に
入
り
畏
れ
て
罔

像
と
呼
べ
ば
、
即
ち
水

人
を
害
す
あ
た
は
ず
。

【
注
】

①

宋
無
忌
。
『
玉
燭
宝
典
』
二
、
『
芸
文
類
聚
』
八
〇
等
が
引
く
『
白
沢
図
』

に
火
精
と
し
て
の
宋
無
忌
の
記
述
が
見
え
る
。
佐
々
木
聰
『
復
元
白
沢
図
―

古
代
中
国
の
妖
怪
と
辟
邪
文
化
―
（
以
下
『
復
元
白
沢
図
』
と
略
記
）
』（
白
澤
社
、

2017

）
五
五
頁
に
詳
細
な
説
明
が
あ
る
。

②

水
中
の
妖
怪
、
或
い
は
水
神
の
名
。
後
者
の
例
と
し
て
『
荘
子
』
達
生
に

「
水
に
罔
象
あ
り
」
と
あ
り
、
郭
象
注
に
「
状
は
小
児
の
如
し
。
赤
黒
色
に

し
て
赤
爪
・
大
耳
・
長
臂
な
り
。
一
に
水
神
の
名
と
云
ふ
」
と
す
る
。
ま
た

『
淮
南
子
』
氾
論
に
「
水
は
罔
象
を
生
ず
」
と
あ
り
、
高
誘
注
に
「
水
の
精
」

と
す
る
。
さ
ら
に
、
罔
象
の
記
述
も
『
白
沢
図
』
に
見
え
、
こ
れ
も
『
復
元

白
沢
図
』
六
二
頁
に
詳
細
な
説
明
が
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

『
得
富
貴
方
』
に
言
う
。
大
火
の
精
は
名
を
宗
无
と
い
う
。
火
を
見
て
恐
ろ
し

い
時
は
宗
无
と
呼
べ
ば
火
は
消
え
る
。
大
水
の
精
は
名
を
罔
像
と
い
う
。
水
に

入
っ
て
恐
ろ
し
い
時
は
罔
像
と
呼
べ
ば
、
す
ぐ
に
水
は
人
を
害
せ
な
く
な
る
。

【
補
】

○

[

２]

か
ら[

４]

ま
で
は
水
火
の
難
を
避
け
る
た
め
の
呪
術
的
処
方
で
あ
る

が
、
加
え
て
水
火
の
精
の
名
を
提
示
し
、
そ
の
名
を
呼
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
難

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
文
化
的
背
景
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
［
２
］
と
［
４
］
に
見
え
る
各
種
の
精
は
『
白
沢
図
』
と
深
い
関
わ
り
を
持

っ
て
い
る
。
【
注
】
①
で
提
示
し
た
佐
々
木
氏
の
『
復
元
白
沢
図
』
も
『
得
富

貴
方
』
は
拾
っ
て
お
ら
ず
、
両
書
の
異
同
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
さ
ら

な
る
研
究
の
進
展
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
本
グ
ル
ー
プ
は
『
白
沢
精
怪
図
』

と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
と
佐
々
木
氏
は
指
摘
す
る
。
本
書
に
つ
い
て
は
、

佐
々
木
氏
に
「
『
白
澤
精
怪
圖
』
再
考
―S6261

を
中
心
と
し
て
―
」（
敦
煌

冩
本
研
究
年
報

、2017

）
が
あ
る
。

11

［
３
］

【
原
文
】

又
云
。
欲
入
水
、
手
中
作
王
字
。
又
呼
弘
張
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
避
水
火

方
第
一
一
）

【
書
き
下
し
】

又
云
ふ
。
水
に
入
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
手
中
に
王
字
を
作
す
。
又

弘
張
［
①
］

と

呼
ぶ
。

【
注
】

①

未
詳
。
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【
現
代
語
訳
】

又
言
う
。
水
に
入
ろ
う
と
す
る
時
は
、
手
に
「
王
」
字
を
書
く
。
或
い
は
「
弘

張
」
と
呼
ぶ
。

【
補
】

○

[

２]
[

４]
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
が
、「
王
」
「
弘
張
」
と
も
に
典
拠
が
見

い
出
せ
な
い
。

［
４
］

【
原
文
】

得
富
貴
方
云
。
雷
電
甞
石
曰
閃
題
。
大
道
甞
曰
慶
弖
。
大
山
甞
曰
善
善
。
大
澤

甞
曰
委
耶
。
大
樹
甞
曰
彭
侯
。
空
室
甞
曰
曹
羊
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
六
・
辟
邪

魅
方
第
一
三
）

【
書
き
下
し
】

『
得
富
貴
方
』
に
云
ふ
。
雷
電
の
精
を
閃
題
［
①
］

と
曰
ふ
。
大
道
の
精
を
慶
弖

［
②
］

と
曰
ふ
。
大
山
の
精
を
善
善
［
③
］

と
曰
ふ
。
大
沢
の
精
を
委
耶
［
④
］

と

曰
ふ
。
大
樹
の
精
を
彭
侯
［
⑤
］

と
曰
ふ
。
空
室
の
精
を
曹
羊
［
⑥
］

と
曰
ふ
。

【
注
】

①

未
詳
。

②

『
白
沢
図
』
に
「
慶
忌
」
と
い
う
名
の
精
が
見
え
る
（
『
復
元
白
沢
図
』
六
三

頁
）
。
た
だ
し
慶
忌
は
水
石
の
精
と
さ
れ
る
。

③

『
白
沢
図
』
に
「
喜
（
『
瑞
祥
志
』
は
「
善
」
に
作
る
）
」
と
い
う
名
の
精
が

見
え
る
（
『
復
元
白
沢
図
』
六
七
頁
）
。
た
だ
し
喜
（
善
）
は
山
谷
の
渓
流
の
精

と
さ
れ
る
。

④

『
白
沢
図
』
に
「
委
然
」
と
い
う
名
の
精
が
見
え
る
（
『
復
元
白
沢
図
』
五
九

頁
）
。
た
だ
し
委
然
は
玉
の
精
と
さ
れ
る
。

⑤

人
面
狗
身
の
樹
木
の
精
の
名
。
『
捜
神
記
』
一
八
に
見
え
る
。
ま
た
『
捜
神

記
』
同
巻
が
引
く
『
白
沢
図
』
に
も
見
え
る
。

⑥

『
白
沢
図
』
に
「
黄
羊
」
と
い
う
名
の
精
が
見
え
る
（
『
復
元
白
沢
図
』
六
四

頁
）
。
た
だ
し
黄
羊
は
大
河
の
精
と
さ
れ
る
。

【
現
代
語
訳
】

『
得
富
貴
方
』
に
言
う
。
雷
電
の
精
を
閃
題
と
い
う
。
大
道
の
精
を
慶
弖
と
い

う
。
大
山
の
精
を
善
善
と
い
う
。
大
沢
の
精
を
委
耶
と
い
う
。
大
樹
の
精
を
彭

侯
と
い
う
。
空
室
の
精
を
曹
羊
と
い
う
。

【
補
】

○

[

２]

か
ら[

４]

の
用
例
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
も
様
々
な
精
の
名
を
提
示
す
る

だ
け
の
博
物
学
的
記
述
と
捉
え
て
は
な
る
ま
い
。
名
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ら
に
よ
る
厄
災
を
逃
れ
ん
と
す
る
た
め
の
情
報
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
萬
畢
』
の
中
に
も
博
物
系
と
し
て
分
類
し
た
も
の
が
四
例
ほ
ど
あ
っ
た
が

（
四
七
、
九
二
、
一
〇
六
、
一
〇
八
）
、
厄
災
を
逃
れ
る
た
め
の
博
物
系
は
存
し

な
い
。

［
５
］

【
原
文
】

得
富
貴
方
云
。
欲
入
山
燒
羊
角
將
行
。
虎
狼
皆
走
避
人
也
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二

六
・
辟
虎
狼
方
第
一
四
）

【
書
き
下
し
】

『
得
富
貴
方
』
に
云
ふ
。
山
に
入
ら
ん
と
欲
せ
ば
羊
角
を
焼
き
て
将
に
行
か
ん

と
す
。
虎
狼
皆
走
り
人
を
避
く
る
な
り
。

『淮南萬畢術』拾遺（四）（有馬）
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【
現
代
語
訳
】

『
得
富
貴
方
』
に
言
う
。
山
に
入
ろ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
羊
の
角
を
焼
い
て
か

ら
行
け
。
虎
や
狼
が
す
べ
て
逃
げ
て
人
を
避
け
る
。

【
補
】

○

『
萬
畢
』
三
八
に
「
燒
角
入
山
、
虎
豹
自
遠
。
〔
注
〕
燒
角
入
山
、
則
虎
豹

自
遠
。
惡
其
臭
也
。
（
角
を
焼
き
て
山
に
入
れ
ば
、
虎
豹

自
ら
遠
ざ
か
る
。

〔
注
〕
角
を
焼
き
て
山
に
入
れ
ば
、
則
ち
虎
豹

自
ら
遠
ざ
か
る
。
其
の
臭
き

を
悪
め
ば
な
り
。
）
」
と
あ
る
。

［
６
］

【
原
文
】

得
富
貴
方
云
。
祟
字
宜
方
。
心
念
之
則
不
見
。
見
祟
呼
宜
方
、
來
失
不
見
。（
『
醫

心
方
』
卷
二
六
・
辟
虫
祟
方
第
一
五
）

【
書
き
下
し
】

『
得
富
貴
方
』
に
云
ふ
。
祟

字
は
宜
方[

①]

。
心
に
之
を
念
ず
れ
ば
則
ち
見
は

れ
ず
。
祟
を
見
て
宜
方
と
呼
べ
ば
、
即
ち
失
し
て
見
え
ず
。

【
注
】

①

未
詳
。

【
現
代
語
訳
】

『
得
富
貴
方
』
に
言
う
。
祟
は
字
を
宜
方
と
い
う
。
心
に
（
宜
方
と
）
念
じ
る
と

祟
は
現
れ
な
い
。
ま
た
祟
を
見
つ
け
た
ら
宜
方
と
呼
ぶ
と
、
す
ぐ
に
姿
を
消
す
。

【
補
】

○

[

１]

か
ら[

４]

ま
で
と
同
質
の
呪
術
系
処
方
で
あ
る
。
祟
を
「
宜
方
」
と
す

る
文
は
未
見
で
あ
る
。
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